
皆さまに初めての通信をお届けいたします
皆さま、ふもと幸子でございます。日頃ご支援いただきまして、誠にありがとうございます。私の活動のご報告及びそこから
感じたことなどをお知らせする「ふもと幸子通信」の第１号をお届けいたします。ご高覧のほどよろしくお願いいたします。
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大館市の未来を創る会

　さて、男女共同参画フォーラムの開催場所は「北秋田市ふれあいプラザ コムコム」

でした。まちづくり、子育て、生涯学習等のまちなか拠点として作られたこの施設には、

託児室、多目的ホール、カフェ、学習ラウンジ等があり、赤ちゃん連れのママも囲碁を

楽しむシニア男性のグループも、中高生もいて、大賑わい。その名のとおり、市民が触れ合える仕組みを持つ施設でした。

　この施設づくりを牽引した女性リーダーの方の話しでは、ここが完成されるまで市民の意見や要望を聞く会が何度も開催

されたそうです。「おかげで市民の声が隅 ま々でしっかり反映されています」とのこと。このように多世代の市民が触れ合え

る拠点が大館にもあったら…と思わざるをえませんでした。

　そこで、私は小さな試みをすることにしました。私が生まれ育った比内町扇田の長岡城跡のエリアを多世代が交流できる地域共生社会の拠点、「比内ヒ

ルズ」として、そこで様 な々活動をスタートすることにしました。裏面に詳細を記載いたしました。ご覧いただければ幸いです。

　私は、6月29日に開催された男女共同参画フォーラム「地域の未来を

語ろう2019」(秋田県北女性の会主催、秋田県北部男女共同参画セン

ター共催、北秋田市後援)で、「女性のエンパワーメントが地域の鍵」とい

うテーマで講演しました（写真左）。地域の未来を考えるとき、女性の活

躍や女性の視点がいかに大切かというお話をしました。

　私は、この3月まで日経BP社という東京の出版社で働き、女性誌「日経

ウーマン」編集長などを務めました。また、全国各地で変革を起こしてい

る女性たちを取材し、昨年『地方を変える女性たち』（写真下）という書

籍を出版しました。そこで実感したのは、女性の元気なまちはまち自体も

元気だということです。課題はどの地方にも山積していますが、女性た

ちは果敢にそれに挑戦して新たな価値を生み出しています。

　徹底した現場主義と緻密なデータ分析で知られる地域エコノミストの

藻谷浩介さんはかねてから地方における女性の活躍の重要性を説いてい

ますが、この書籍の中でも「中高年男性

ばかりをリーダーにしていると政治や企

業や地域団体のパフォーマンスが落ち

る。高感度な消費者である女性の力や

視点を地方で生かすことが重要」と記し

ています。また、「(日本の政治が)景気対

策ばかりに集中して若い世代が子どもを

産み育てにくくなっていることに有効な手

を打たなかったこと」が、過去45年間で

毎年の出生者数が半減してしまったとい

う現実につながっていると述べています。

　6月に大館市議会に傍聴に行ってきました。傍聴してまず思ったのは、

“女性が少ないな”ということでした。大館市の市議会議員26人中女性

は2人。市議会に占める女性の割合は、約7.7％です。地方議会に占め

る女性議員の割合は14.7％ (平成30年・内閣府『令和元年版男女共同

参画白書』)なので、大館市は全国平均の約半分です。大館市の人口7

万1882人のうち女性は3万8092人。男性よりも4302人多く、全体の

約53％を占めます(令和元年8月1日現在)。女性のほうが多いまちであり

ながら、一番生活に身近な政策を決定する市議会で7.7％では低すぎる

のではないかと思いますが、皆さんはどう思いますか？

　国は、政治における女性の参画拡大、男女共同参画を推進するため、

衆議院・参議院及び地方議会の選挙において男女の候補者の数をでき

る限り均等にすることなどを目指した「政治分野における男女共同参画

推進法」を平成30年5月に施行しています。

　一般的にある集団が同質な人の集まりであれば、関心事や入ってくる

情報も同質な傾向となりますが、意思決定層に多様な人がいれば、新た

な視点や課題の解決策を獲

得する可能性が高くなります。

だからこそ、国も、女性の活躍

や政策・方針決定への女性の

参画を強く進めているのです。

それは、変化の大きなこの時

代において、変化適応能力や

リスク管理能力も高めるものと

も言われております。

市議会を傍聴しました 地域の未来には女性の力が必要

多世代が触れ合う
場所があれば…

秋田県大館市生まれ。秋田県立大館鳳鳴高校卒業。筑波大学卒業。法政大学大学院経営学研究科修了。日経ウーマン編集長、日
経BP社執行役員、文部科学省、内閣府、林野庁などの有識者委員、経団連21世紀政策研究所委員などを歴任。これまで年100回
を越える講演実績がある。著書は『地方を変える女性たち』『女性活躍の教科書』『仕事も私生活もなぜかうまくいく女性の習慣』『企
業力を高める―女性の活躍と働き方改革』『就活生の親が今、知っておきたいこと』他多数。
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発行：大館市の未来を創る会

7月には「幸せな老後」をテーマに、
セミナーも開催



カフェふもと
共生カフェ&民家サロン

O P E N !

日土8/102019 11 毎週土曜日
AM11:00～PM3:00

知り合いの家に遊びに行くようにどなたでも気軽に集まれるサロン&カフェ。
ヒルズの畑で獲れた朝どり野菜を使った軽食と喫茶。自然栽培の朝どり野菜の直売もあります。

ヤギと比内鶏
がいるカフェ
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◀至 扇田駅

比内ヒルズって
どんなところ？

大館市比内町扇田字長岡45番地（比内総合支所向い・高台、長岡城跡）

問い合わせ先 比内ヒルズ　TEL 0186-55-0460

アクセス

❶

朝どり野菜を使ったおいしい軽食や飲み物をご提供します。お子様連れやおひ
とりさまも大歓迎です。民家なので靴を脱いで入ります。
麓幸子の書籍コーナーもあります。 美しい眺めを楽しみながら、思い思いにお過
ごしください。カフェ内には、デイサービスの利用者様が新聞紙でつくったちぎり
絵を飾っています。 

❺ カフェふもと

今はナス、トマト、きゅうりな
どの夏野菜が最盛期です。
お求めやすい価格でマル
シェ（市場）で販売します。

10 ビルズ農園

ラベンダーやアップルミン
ト、レモンバーム、レモングラ
スなど 20 種類以上のハー
ブがあります。

❾ ハーブ畑

比内ヒルズからは、比内町
のシンボル達子森が正面に
みえます。達子森は標高 
207m

❶ 達子森

比内ヒルズには、パワース
ポットの「八幡神社」もあり！
浅利家の祈願所であったと
いわれています。扇田八幡町
の名前の由来は、この八幡
神社からつけられたもの。

❸ 八幡神社

比内ヒルズは小高い丘です。
向いの比内総合支所をはじ
め、よい眺めが楽しめます。

❷ 比内ヒルズ

ヤギのアイちゃんや比内鶏
たちのおうちです。 比内鶏
の運動場もあります。

❹ 動物小屋

天然記念物の比内鶏。原
種の親鴨と、まだ成長途上
の若鶏が専用の運動小屋
で見られます。

❽ 比内鶏

昨年ヒルズにやってきまし
た。メス。草が大好物です。
力が強いですが、寂しがり
屋です。うれしいとしっぽを
振ります。

❼ ヤギのアイちゃん

大きな栗の木があります。
秋にはここで栗拾いを楽し
みます。

❻ 栗の木

比内町扇田の南東部に位置する高台。戦国時代、
この地を治めていた浅利氏の出城の長岡城跡です。


